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新型コロナウイルス 

【質問】公共交通にはどの程度の 

感染リスクがあるのか？ 

【対策のポイント：３つの経路】 

１． 接触感染：手で顔を触らない 

２． 飛沫感染：全員マスクで防げる 

３． 空気感染：換気すれば防げる 

【回答】ある程度、混雑していても 

接触感染：手で顔を触らない 

飛沫感染：黙るｏｒマスク 

空気感染：窓を開けて換気 

をちゃんとすればほぼ問題ない 

 

【ポイント】 

目標：感染確立８割減 

手段Ａ：会う人数８割減 

（行動そのまま） 

手段Ｂ：感染リスク行動８割減 

（会う人数そのまま） 

【質問】公共交通の運転手が気をつけ

るべきことは？ 

【回答】 

・換気（空気対策） 

・マスクやシールド（飛沫対策） 

・顔触らずｏｒ清潔に（接触対策） 

【ポイント】 

・ウイルス感染についてのよくある誤解

と正しいメカニズムがある 

・今の私たちに可能なのは、「ほぼゼロ」

を目指すことである 

※Ｒ０（基礎再生産数）１人から感染す

る平均人数（はしか：１２～１６、コロ

ナ：１．４～２．５で空気感染は無いく

らいの数値） 

【ポイント】 

モノに付着したウイルスについて 

・大半は何日も残らない 

・感染にはまとまった数が必要 

→ひと晩経てば感染リスクはほぼゼロ 

【ポイント】 

今の私たちに可能なのは、「ほぼ

ゼロ」を目指すことである 

【結論】目指すは「ほぼゼロ」リスク 

接触対策：目鼻口触らない 

飛沫対策：黙るｏｒマスク 

空気対策：窓開けて換気 

がしてあれば、ほぼ問題ない 

以上の対応が成されていれ

ば、公共交通の乗物は 

「９９％問題ない」 

「長時間乗車でもほぼ問題

ない」 と言われています。 

ＴＶでは知りえないことが 

ありますね！ 

ＹｏｕＴｕｂｅ  から、まとめてみました。 


